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学部担当科目

・保存科学概論Ⅰ（保存科学史）・保存科学実習（津波被災文書の保存・
出土遺物の科学調査と保存処理）・保存科学演習・保存科学購読（外国
語論文購読）・保存科学特殊講義（文化財防災）・文化財分析学（壁画顔
料・象嵌資料成分分析等）・

・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・保存修復学演習
・
・

授業科目

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化財科学会　日本西アジア考古学会

古代象嵌銘文大刀　　文化財防災　　文化財保存環境

保存科学実習を初め文化財実物資料を使った教育を行うことに努めた。第15回保存科学研究会
を開催し、学部生・大学院生・卒業生に研究発表と研究会参加を促し、保存科学研究の啓発・深
化に努めた。

日本文化財科学会評議員、大阪府茨木市文化財審議会委員長、大阪府阪南市文化財審議会委
員長、大阪府吹田市文化財審議会委員、奈良市環境審査会委員、福岡市庚寅銘鉄刀保存処理
指導委員会委員長、奈良大学世界遺産講座「法隆寺」講演、大阪府寝屋川市歴史を学ぶ会講
演、東日本大震災津波被災文書等の保存修復ボランティア活動など

龍谷大学文学部（史学科国史学）　1971年3月卒業

保存科学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（Ａ）（海外）「レバノン共和国所在壁画地下墓の修
復研究（Ⅱ）」により、2013年11月に本学を会場にして2名のレバノン研究者を含めて10名のパネ
ラーによる研究会を開催した。参加者は約100名であった。東日本大震災被災地の現地調査を行
い、2011年から始めた津波被災文書の修復を行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学校法人奈良大学評議員、通信教育部長、国際交流サークル顧問、ウインドオーケストラ顧問、

大学院博士後期課程
担当科目

・保存修復学特殊研究
・
・
・

通信教育部担当科目

・文化財学演習Ⅲ
・
・
・
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④

②

⑤奈良の風景～文化財保存学
者の視点～

①

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④レバノン共和国ティール市郊
外ローマ時代壁画地下墓の修
復研究

③岐阜県瑞浪市笹山遺跡出土
金属製品の保存処理報告

p2-p18

p1-p3

（学会発表）

①山王山古墳出土の象嵌円頭
柄頭

②文化財保存と大気環境

②

③

④
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（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]
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発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
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2013年12月

福岡県飯塚市教育委
員会、山王山古墳（飯
塚市文化財調査報告
書第45集）

文化財保存支援機
構、平成25年度文化
財保存修復セミナーレ
ジュメｐａｒｔ１

岐阜県瑞浪市教育委
員会、

奈良大学保存科学研
究室、”レバノン共和国
ブルジュ・アル・シャマ
リT。01遺跡と壁画地下
墓”に関する研究会
共同精版印刷株式会
社、Ｉｍａｊｉｎ２１今人創
造


